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●
地
域
交
流
拠
点
「
さ
さ
え
あ
い
の
家
」
オ
ー
プ

ン
（
９
日
）

●
今
尾
省
司
さ
ん
、
ソ
ニ
ー
Ｈ
Ｃ
に
市
民
栄
誉
賞

を
授
与
（
24
日
）

●
関
・
美
濃
加
茂
・
各
務
原
市
「
職
員
人
事
交
流

に
係
る
協
定
書
」
調
印
式
（
６
日
）

●
か
か
み
が
は
ら
航
空
宇
宙
科
学
博
物
館
に
展
示

中
の
機
体
が
「
重
要
航
空
遺
産
」
に
認
定
（
27
日
）

●「
ま
ち
づ
く
り
活
動
助
成
金
」ス
タ
ー
ト（
１
日
）

●
フ
ー
ド
バ
ト
ル
２
０
１
４
開
催
（
12
・
13
日
）

●
岐
阜
各
務
野
高
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
県
大
会

３
連
覇
（
18
日
）

●
地
方
公
共
団
体
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
賞
受
賞（
12
日
）

●
各
務
原
大
橋
が
土
木
学
会
「
田
中
賞
（
作
品
部

門
）」
を
受
賞
（
13
日
）

●
公
務
員
ボ
ク
サ
ー「
各
務
原
タ
カ
シ
」デ
ビ
ュ
ー

（
６
日
）

●
「
河
川
環
境
楽
園
夏
フ
ェ
ス
」
開
催
（
13
日
）

●
市
役
所
本
庁
舎
耐
震
化
基
本
構
想
策
定
委
員
会

を
開
催
（
22
日
）

●
Ｆ
Ｃ
岐
阜
各
務
原
市
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
開
催

（
14
日
）

●
市
と
県
が
共
同
で
「
エ
ア
ロ
マ
ー
ト
名
古
屋
」

へ
出
展
（
24
日
）

●
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
（
５
日
）

●
長
崎
国
体
で
ホ
ッ
ケ
ー
少
年
女
子
の
岐
阜
各
務

野
高
校
が
優
勝
（
20
日
）

●
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会
で
諸
石
光
照
さ
ん
が
車

い
す
テ
ニ
ス
で
金
メ
ダ
ル
獲
得
（
23
日
）

●
「
Ｕ
Ｓ
―
１
Ａ
救
難
飛
行
艇
初
飛
行
40
周
年
記

念
展
」
を
開
催
（
26
日
～
）

●
合
併
10
周
年
記
念
「
か
か
み
が
は
ら
DE
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
」
開
催
（
１
日
）

●
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
日
和
」
を
開
催
（
３
日
）

●
合
併
10
周
年
記
念
「
千
歌
祭
」
開
催
（
９
日
）

●
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
む
広
報
紙「
i
広
報
紙
」

配
信
開
始（
１
日
）

市民の皆さんと進める
まちづくり（5月）

「各務原寺子屋事業」スタート（6月）

一丸となって歩んだ
10年（11 月）

安心して産み、
育てられる街に（4月）

オリジナル CMで魅力を PR（5月）

新しい「総合計画」が完成（9月）

市民の皆さんとの対話の手
ツ ー ル

段
として、「あさけんポスト」
がスタート。これまでに多く
の提案があり、市政に反映さ
れたり、新たな議論を生んだ
りしています。

「子どもたちに、夢や目標を持ってほしい」という
コンセプトで始まった寺子屋事業。子どもたちが、
ものづくりの現場や本物の文化財などを、自分の目
で見たり、自分の手で触れたりしました。

各務原と川島が合併して、
今年で 10 周年。さまざま
な行事を行い、記念すべ
き年を盛り上げました。

新たに一般不妊治療や産後 1 か月健診
などへの助成を開始。ヤング健診も始
まり、これまでの健診と合わせ、切れ
目なく受診できるようになりました。

まちづくりの羅針盤となる総合計画が完成。「笑
顔があふれる元気なまち～しあわせ実感 かかみ
がはら～」を将来都市像に掲げています。

市民 43 人がオリジナル CM を制作しました。
完成した CM は、1 月上旬まで一宮市の映画館
で上映。市外、県外の方に市の魅力を PR します。

２
０
１
４
年
の
主
な
出
来
事

１
月

６
月

２
月

７
月

３
月

８
月

４
月

９
月

５
月

10
月

11
月

12
月

今年の一枚
今年も残すところあと半月。2014　年は、皆さんの周りではどんなこ
とがありましたか。市では、「笑顔　があふれるまち」に向けて、さま
ざまな事業が行われました。そんな　2014 年を写真で振り返ります。

2014年を振 り返る
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今年の一字
2014年はどんな1年だったでしょ　うか。今年は市でもスポーツの分
野で多くの方が活躍。市内のアス　リートと街角で見つけた素敵な笑
顔の皆さんに、自身の1年間を象徴　する「漢字一字」を伺いました。

2014年を振り返る

各務原西高校 3年
坂井美緒さん

大学受験に向けて
勉強中！
「今年は受験生。勉
強で辛いときも、友
達や家族が優しく支
えてくれたことが印
象に残っています」

野球
中部学院大学 4年

野間峻祥さん

広島東洋カープ
から1位指名！
「プロ野球ドラフト
会議で 1位指名をい
ただきました。プロ
の世界は甘くないの
で、果敢に挑んでい
きたいです」

各務原タカシとして
ボクサーデビュー！

ボクシング
寺田崇志さん

「新たな一歩を踏み
出した 2014 年。11
月 23 日の公式戦で
は、1 勝したのでこ
れからも一歩一歩着
実に歩みたいです」

U-16 ジュニア
ホッケー日本代表！

ホッケー
立岩奈那子さん（左）
足立依鞠さん（右）

「日本代表になりた
いという夢が叶い、さ
らにがんばろうという
思いになりました」

岩井義雄さん

これからも健やかに
育ってほしい！

「今年 2歳になった、
かわいい孫が順調に
成長していて、とて
も愛おしく思います」

金メダル獲得！

車いすテニス
諸石光照さん

「10 月に韓国で開催
されたアジアパラ競
技大会の車いすテニ
ス、シングルで金メ
ダルを獲得すること
ができました」

大切な家族です！

　野田佳子さん（左）
　北川恵里さん（中）
　　　颯太くん（右）

「颯太と愛犬のラブ、
ピースに癒された一
年でした。来年も家
族仲良く過ごしたい
です」

吉田昇平さん

国家試験に向けて
勉強中！

「来年の理学療法士
の国家試験に向け
て、よく中央図書館
で勉強しています。今
年は努力の年でした」

志津馬このみさん

毎日、約 300 個の
ベーグルを作ります
「ベーグル屋を営ん
でおり、今年は毎日、
輪の形のベーグルを
たくさん焼きまし
た。お客さんとの輪
も大切です」

趣味のカメラを
楽しんだ 1年！

横山壮一さん

「今年は、ねぶた祭
や竿灯まつりなど、
たくさんのイベント
の撮影に行きました」
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部分拡大

第24回

高
校
生
美
術
展

高
校
生
美
術
展
が
11
月
29
日
〜
12
月
４
日
、
産
業
文
化

セ
ン
タ
ー
あ
す
か
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
応
募
点
数
は 

３
７
５
点
。
会
場
に
は
、
各
部
門

の
入
選
以
上
の
作
品
と
審
査
員
作
品
、
合
計
１
５
８
点

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

絵画

最優秀賞「夕闇」
玉城ヨシオさん（加茂高校 1年）

【選評】　夕闇が持っている独
特な雰囲気を、重厚な色彩や
しっかりした構成で印象深く
表現している。
高校生の心象造形として大変
高いレベルである。

写真

最優秀賞「僕より、　
ちいさなお月様。」
窪田知紗さん（岐阜各務野高校 1年）

【選評】　人と月を比較した斜め
の構図がおもしろい。高感度で
撮影し、粒子をうまく活かした
写真。周りを暗くして、中心に
目が届くよう工夫されている。

デザイン

最優秀賞「いつか見た夕日」
玉置すみれさん（岐阜女子高校 3年）

【選評】　豊かで大胆な色彩とオリジナル
な表現方法が大変良い。自然が持つスケ
ールの大きさと色彩の美しさ、力強さが
感じられ、印象に残るものになった。

書

最優秀賞「山家集抄」
大坪虎渓さん（加納高校 2年）

【選評】　線質が非常に強く、余白
の使い方が絶妙の秀作。日頃のゆ
るぎない練習が作品から想像され、
高い技術が紙面に表現されている。

さ　ん　が　しゅうしょう

こ　けい

入
賞
者（
敬
称
略
）
と
各
部
門
総
評

絵
画
の
部

▼
最
優
秀
賞
＝
玉
城
ヨ
シ
オ
（
加
茂
１
）

▼
優
秀
賞
＝
奥
村
里
穂
（
各
務
原
西
２
）、

安
田
名
保
美
（
岐
阜
北
２
）▼
奨
励
賞
＝

坂
本
あ
や
子
（
各
務
原
西
２
）、
大
野
有

希
奈
（
岐
阜
北
２
）

【
部
門
総
評
】　

出
品
数
は
少
し
減
っ
た

が
、
大
き
な
作
品
を
細
部
ま
で
し
っ
か

り
描
き
込
ん
だ
力
作
が
増
え
た
。

デ
ザ
イ
ン
の
部

▼
最
優
秀
賞
＝
玉
置
す
み
れ
（
岐
阜
女

子
３
）▼
優
秀
賞
＝
樋
口
琴
（
岐
阜
総
合

２
）、本
間
茉
奈（
同
）、立
川
日
向
子（
岐
阜

女
子
２
）▼
奨
励
賞
＝
森
井
菜
々
（
岐
阜

総
合
２
）、水
嶋
日
香（
同
）、井
川
千
苑（
岐

阜
女
子
３
）、
島
田
玲
奈
（
関
商
工
１
）

【
部
門
総
評
】　

良
く
描
き
込
ま
れ
た
作

品
が
多
く
好
感
が
持
て
た
。
全
体
的
に

レ
ベ
ル
が
高
く
、
熱
気
が
感
じ
ら
れ
た
。

書
の
部

▼
最
優
秀
賞
＝
大
坪
虎
渓
（
加
納
２
）▼

優
秀
賞
＝
草
川
奈
津
絵
（
各
務
原
西
２
）、

後
藤
沙
梨
菜
（
岐
阜
各
務
野
２
）、
河
尻

真
優
（
岐
阜
３
）、吉
坂
有
哉
美
（
同
２
）、

櫻
井
麻
里（
同
）、石
神
り
さ（
岐
阜
総
合
３
）

▼
奨
励
賞
＝
安
田
百
花
（
各
務
原
１
）、

纐
纈
日
真
梨
（
各
務
原
西
２
）、
平
岡
わ

か
な
（
岐
阜
各
務
野
２
）、
宮
田
祐
佳（
岐

阜
２
）、飯
沼
真
理（
同
）、今
井
咲
希
（
同
）、

廣
澤
杏
奈
（
岐
阜
北
１
）、渡
邉
彩
香
（
長

良
２
）、
長
野
史
織
（
岐
阜
農
林
３
）、

長
野
綾
音（
同
２
）、
村
瀨
奈
々
子
（
関

商
工
３
）

【
部
門
総
評
】　

全
体
的
に
作
品
の
質
が

向
上
し
た
。
漢
字
の
多
字
数
に
力
作
が

目
立
つ
が
、仮
名
の
応
募
が
や
や
少
な
い
。

写
真
の
部

▼
最
優
秀
賞
＝
窪
田
知
紗（
岐
阜
各
務
野

１
）▼
優
秀
賞
＝
大
谷
遥
佳
（
岐
阜
各
務

野
２
）、
宇
留
野
里
彩
（
岐
山
１
）▼
奨

励
賞
＝
平
光
英
里
奈
（
岐
阜
各
務
野
１
）、

近
藤
友
乃
（
同
）、熊
田
遼
汰
（
岐
山
１
）、

山
田
祐
華
（
岐
阜
農
林
２
）

【
部
門
総
評
】　

目
新
し
い
場
所
で
の
写

真
が
多
か
っ
た
。
何
を
表
現
し
た
い
か

を
絞
っ
て
作
品
に
で
き
る
と
よ
い
。

備
考　

立
体
の
部
は
応
募
な
し

詳
細　

ブ
ラ
ン
ド
創
造
課
☎
０
５
８
（
３
８
３
）
１
０
４
２

※選評と部門総評は審査員によるものです
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　年の初めに１年間の安全と奮
闘を誓い、消防出初式を行いま
す。ぜひ見に来てください。　
日時　1 月 11 日（日）7:45 ～
場所　市民公園（那加門前町 3）
とその周辺
内容　分列行進、式典など
詳細　消防本部総務課☎ 058-
382-3136

消防出初式

　今年も、学びの森から那加福
祉センターまでの「学びの森プ
ロムナード」が白く輝く光で彩
られます。
期間　 12 月 13 日～ 1 月 31 日
時間　 17:00 ～ 22:00
詳細　 河川公園課☎ 058-383-
1533　

学びの森
イルミネーション

期日　1 月 25 日（日）
【もちつき大会】　

　餅つきに参加したい方、つき
たてのお餅が食べたい方は、ぜ
ひ参加してください。
時間　 ▽ 整理券配布＝ 12:00 ～
13:00 ▽餅つき＝13:00 ～ 15:00
場所　温水プール玄関ポーチ前
定員　250 人

【フリーマーケット出店者募集】
　同日にフリーマーケットを開
催します。出店してみませんか。
時間　10:00 ～ 15:00（雨天中止）
場所　市民プール駐車場
定員　30 ブース（申込順）
申込　直接、市民プール受付

【共通事項】
申込と詳細　市民プール（鵜沼
小伊木町 4）☎ 058-370-6506

市民プールウインター
フェスティバル 2015

　経済産業省と県では、製造業
の実態を明らかにし、行政や企
業経営の基礎資料を得るために
平成 26 年 12 月 31 日現在で、製
造業事業所を対象にした工業統
計調査を行います。
　調査対象事業所には、年末年
始にかけて統計調査員が調査の
お願いに伺います。回答をお願
いします。
詳 細　 総 務 課 ☎ 058-383-1111
内線 2206

工業統計調査を
実施します

　市結婚相談所は、県が運営す
る「ぎふ広域結婚相談事業支援
ネットワーク」に参画しています。

【ネットワークに登録すると】
　市の相談所に登録している会員
だけでなく、県内の参画相談所
の登録会員とお見合いができ、出
会いのチャンスが広がります。

【登録するには】
　写真２枚と運転免許証の写し
などを持参し、相談所へお越し
ください。既に当相談所に登録
されている方も登録可能です。
開催日時　毎週水・土曜日 9:30
～ 15:00　
場所　産業文化センター 5 階

（那加桜町 2）
詳細　市結婚相談所☎ 058-383-
6212（開催日のみ）、まちづく
り推進課☎ 058-383-1884

より利用しやすく !
結婚相談所

　「すまい給付金」は、4 月の消
費税引き上げに伴う、住宅購入
者の負担を軽減するための制度
です。　
対象　消費税 8％への引き上げ
後に家を買った方、これから購
入する方で 1 年間の収入が 510
万円以下の方
受給額　最大 30 万円まで
備考　受給条件や申請方法など
については下記へお問い合わせ
ください
詳 細　「すまい給付金」事務局

（9:00～17:00）☎ 0570-064-186

ご存じですか？
「すまい給付金」

　国土緑化運動の
一環として門松自
粛運動を行ってい
ます。
　今号広報紙と一
緒に「門松カード」を配布しま
すので、ご協力ください。
詳細　農政課☎ 058-383-1129

門松カードを
利用してください

　市が発注する「物件の買入等」
の入札参加資格審査申請の受付
を開始します。
期間　12月15日～1月31日（土・
日・祝日、12 月 29 日～ 1 月 2 日
を除く）　9:00 ～ 12:00、13:00 ～
17:00
有効期間　平成 27 年 4 月 1 日～
29 年 3 月 31 日
備考　 ▽要領は市ウェブサイト
または 3 階契約経理課で配布 ▽

建設工事、測量・建設コンサル
タントなどは、県・市町村入札
参加資格申請共同受付で随時受
付
申込と詳細　1 月 31 日（消印
有効）までに、郵送で〒 504-
8555 那加桜町 1-69、市役所契
約経理課☎ 058-383-1463

入札参加資格審査
申請受付

　来年度の総合
体育館、桜体育
館、 市 民 球 場、
勤労者総合グラ
ウンド、スポー
ツ広場（多目的運動広場、テニ
スコート）、勤労青少年運動場（ソ
フトボール場）の使用調整会議
を行います。
日程　 ▽総合体育館、桜体育館
＝ 1 月 14 日（水） ▽市民球場、
勤労者総合グラウンド、スポー
ツ広場（多目的運動広場）＝ 1
月 15 日（木） ▽ スポーツ広場

（テニスコート）、勤労青少年運
動場（ソフトボール場）＝ 1 月 16
日（金）いずれも 19:00 ～ 21:00
場所　産業文化センター 2 階第
3 会議室（那加桜町 2）
対象　市内団体、または市体育
協会各種目団体が属する上部団
体のみ
申込と詳細　1 月 5 日までに市
施設振興公社☎ 058-371-2846

27 年度体育施設
使用調整会議

対象　平成 8 年 4 月 1 日以前に
生まれた方で、1 年間を通して
市を PR していただける方
定員　3 人
審査　2 月 15 日（日）13:00 ～
産業文化センター（那加桜町 2）
服装　自由
副賞　賞金 10 万円と旅行券
発表　桜まつり「20 万人の広
場」会場
備考　応募用紙はブランド創造
課、各公共施設、商業施設など
にあるほか、市ウェブサイトか
らもダウンロードできます
申込と詳細　1 月 30 日（必着）
までにブランド創造課内市観光
協会事務局☎ 058-383-9925

2015 ミスかかみが
はら募集

日時　2 月 21 日（土）　13:30 ～
場所　産業文化センター 2 階第
3 会議室（那加桜町 2）
対象　日本語を母語としない外
国籍市民、または市内に在勤在
学の外国籍の方
部門　 ▽児童の部＝小学生また
は 2002 年 4 月 2 日 ～ 2008 年
4 月 1 日生まれの方 ▽ 生徒の部
＝中・高生または 1996 年 4 月
2 日～ 2002 年 4 月 1 日生まれ
の方
テーマ　「将来の夢」「日本での
生活」「家族」の中から選択
表彰　金・銀・銅賞には副賞と
メダルを授与
備考　 ▽応募要領・応募用紙は
各務原国際協会事務局にありま
す ▽当日は自由に観覧できます
申込と詳細　2 月 6 日（必着）
までにスピーチ原稿と応募用紙
を 〒 504-8555 那 加 桜 町 1-69、
市役所ブランド創造課内各務
原国際協会事務局☎ 058-383-
1426

外国籍市民 日本語
スピーチコンテスト

　市民体育大会、少林寺拳法競
技の優勝者は、次の皆さんです

（敬称略）。
【小学校高学年】

▽黄白緑帯＝加藤誠人、内間醇
一 ▽茶帯＝山城光平、向江泰雅

▽単演＝向江泰雅 ▽団体＝山城
光平ほか

【中学生】

▽ 有段＝江口由紀・牧田和己 ▽

単演＝江口由紀
【一般】

▽ 有段＝青山昌伸、畑中元 ▽ 段
外単演＝渡辺隆之 ▽団体＝青山
昌伸ほか
詳 細　スポーツ課☎ 058-383-
1231

市民体育大会
優勝者 　農業委員会委員選挙人名簿

は、登載要件を備えている人か
らの申請により作られます。
　基準日は 1 月 1 日です。名簿
に登載されていないと、投票も
リコール請求もできません。忘
れずに申請してください。
　申請書は 12 月下旬に直接郵
送しますので、年間耕作従事日
数など必要事項を記入して押印
し、同封の返信用封筒で提出し
てください。
　なお、10 アール以上耕作して
いる方で、申請書が届かない方
はご連絡ください。
提出期限　1 月 10 日（土）
詳細　農政課内農業委員会事務
局☎ 058-383-1129

農業委員会委員
選挙人名簿登載申請

　交通安全指導隊として、交通
安全・防犯活動にボランティア
で参加しませんか。
対象　市内在住・在勤の 25 歳
以上の方
詳 細　防災安全課☎ 058-383-
1190　

交通安全指導隊
隊員募集

　11 月 15 日号広報紙の 15 ページ
「内藤記念くすり博物館年末年

始の休業日」が間違っていまし
た。正しくは下記のとおりです。
休業期間　12 月 27 日～ 1 月 7 日

「くすり博物館」の
休業について
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日時　1 月 14 日（水）　9:10 ～
11:30
場所　消防本部 2 階研修室（那
加桜町 1）
定員　30 人（申込順）
費用　1500 円（テキスト代・当
日支払）
備考　申込書は市ウェブサイト
からダウンロードできます
申込と詳細　1 月 7 日までに、申
込書、写真（縦 3.5 ㎝×横 3 ㎝）
1 枚を消防本部予防課☎ 058-
382-3137

甲種防火管理
再講習

【AutoCAD LT 基礎 】
期日　12 月 18 日（木）・19 日

（金）（全 2 日）
費用　1 万 4400 円 

【AutoCAD LT 応用】
期日　12 月 24 日（水）・25 日

（木）（全 2 日）
費用　1 万 4400 円

【Access2010 データベース設計
入門編】
期日　12 月 24 日（水）
費用　7800 円　

【共通事項】
備考　市内の方の費用（市・県
減免適用後。大企業は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 05
8-379-6370

テクノプラザ
CAD 研修

期日　1 月 20 日（火）
受付時間　9:30 ～ 10:30
場所　総合福祉会館 1 階（那加
桜町 2）
内容　生活習慣病予防などの健
康相談、血圧測定、尿検査、栄
養相談、歯科相談
持参品　健康手帳
備考　予約が必要です
申込と詳細　健康管理課☎ 058-
383-1116

1 月の健康相談

期日　1 月 14 日（水）
受付時間　10:00 ～ 11:30
場所　東海中央病院 1 階（蘇原
東島町 4）
内容　生活習慣病などの予防や
健診・予防接種などの紹介、血
圧測定
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1116

健康福祉相談

日時　1 月 8 日（木）　13:30 ～
14:30
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
備考　予約が必要です
申込と詳細　岐阜保健所健康増
進課☎ 058-380-3004

精神科医による
こころの健康相談

日 時　1 月 25 日（日）　9:00 ～
17:00
場所　消防本部研修室（那加桜
町 1）
対象　市内在住、在勤の方
定員　20 人（申込順）
持参品　筆記用具、飲料水、昼
食（自由）
備考　 ▽修了証を発行します ▽

申込が 5 人未満のときは中止の
場合があります
申込と詳細
1 月 23 日 ま で
に電話で消防本
部救急指令課☎
058-382-3596

上級救命講習

　体への負担の少ない移乗方法
などについてお話しします。
日時　1 月 17 日（土）　10:00 ～
12:00
場所　地域包括支援センタージョ
イフル各務原（鵜沼小伊木町 3）
対象　在宅で介護をしている方
定員　20 人程度（申込順）
内容　「身体を痛めない介護方法」
大池梓・理学療法士、交流会
申込と詳細　12 月 29 日までに
地域包括支援センタージョイフ
ル各務原☎ 058-379-2521

家族介護者教室

　市医師会が認定した相談医に
相談ができます。
日時　1 月15 日（木）　13:30 ～
14:30（15 分程度）
場所　総合福祉会館 3 階（那加
桜町 2）
対象　原則、認知症の心配があ
る方の家族で主治医がいない方
定員　4 人（申込順）
申込と詳細　12 月 26 日までに
高齢福祉課☎ 058-383-1779

もの忘れよろず
相談

日時　 ▽ 1 月 9 日（金）＝那加・
川島・蘇原地区在住の方 ▽ 1 月
16 日（金）＝鵜沼・稲羽地区在
住の方　いずれも 9:30 ～ 11:00
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
備考　 ▽事前予約が必要 ▽駐車
補助あり
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1116

ことばの相談

期日　1 月 29 日（木）
受付時間　9:20 ～ 10:00
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　平成 25 年1 月の出生児
内容　ブラッシング指導、幼児
期の食事・栄養・育児などの相談
持参品　子どもの歯ブラシ、コッ
プ、タオル、母子健康手帳、歯
の健康手帳、2 歳児歯科教室問
診票（記入してお持ちください）
備考　駐車補助あり
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1116

2 歳児歯科教室

　お子さんの成長を
確かめませんか。
期日 　1 月 23 日（金）
受付時間　9:30 ～
10:30
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　乳幼児
内容　身体計測、育児相談
持参品　母子健康手帳
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1116

のびのび測定

　健診時などに総合福祉会館
周辺の市の有料駐車場を利用
し、3 時間を超えた方に駐車
補助券をお渡しします。
対象となる健診など　広報紙
の記事の備考欄に記載　
申込と詳細　母子健康手帳と
駐車場入口で受け取った駐
車券を持参し、健康管理課☎
058-383-1116

医療機関 医療機関 詳細

休日に
急病のとき

1 月の休日急病診療所
☎ 058-383-9151（時間内）

那加桜町 2、総合福祉会館内／ 2 日（金）・4 日（日）・11 日（日）・
12 日（祝・月）・18 日（日）・25 日（日）
いずれも 9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 15:30 ／内科・小児科

1 月の歯科救急当番

1 月 4 日（日）／グリーン歯科医院☎ 383-2515 ／蘇原栄町 2
1 月 11 日（日）／原歯科医院☎ 382-0935 ／那加桜町 2
1 月 18 日（日）／あさひ歯科クリニック☎ 384-0418 ／鵜沼朝日町 4
1 月 25 日（日）／ふかざわ歯科☎ 379-0321 ／鵜沼西町 1
いずれも 9:00 ～ 15:00（開設日の診療時間中のみ )
※市外局番はすべて（058）

夜間に
お子さんが
急病のとき

小児夜間急病センター
☎ 058-251-1101

岐阜市鹿島町 7-1（岐阜市民病院内）／月～土曜日（祝日を除く）
19:30 ～ 23:00（受付は 22:30 まで）／小児科（対象は 15 歳以下）

岐阜市休日急病センター
☎ 058-253-7277（時間内）

岐阜市鹿島町 7-1（岐阜市民病院内）／日曜日・休日・年末年始
19:00 ～ 23:00（受付は 22:30 まで）／内科・小児科

小児急病センター
☎ 058-246-1111

岐阜市野一色 4-6-1（岐阜県総合医療センター救急外来）
小児科（対象は 15 歳以下）

電話で案内 救急医療情報センター
☎ 058-382-3799

年中無休 24 時間対応。症状に応じて医療機関を電話で案内します。
情報提供後、マイカーなどで受診してください。

受診の際は、保険証、後期高齢者医療被保険者証、福祉医療費受給者証、健康手帳などを持参してください。

休日や夜間などの
急病のときは

【マタニティー広場 1】
日時　1 月 15 日（木）　9:30 ～
11:30
対象　分娩予定日が平成 27 年
5 月 1 日～ 6 月 30 日の妊婦
内容　グループワーク、妊娠中
の体の変化・妊娠中の栄養・歯
の健康

【マタニティー広場 3】
日時　1 月 7 日（水）　9:30 ～
11:30
対 象　 分 娩 予 定
日が平成 27 年 3
月 1 日～ 4 月 30
日の妊婦
内容　赤ちゃんのお世話体験、先
輩親子との交流、子ども館の紹介

【共通事項】
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
持参品　母子健康手帳、妊娠届出
時にお渡しした資料（母子健康手
帳別冊「あすか」、「母子健康手帳
の副読本 ｣、｢すこやかに｣、｢何が
必要？どう選ぶ？｣）、筆記用具
備考　 ▽ 夫の参加も可能です ▽

動きやすい服装で参加してくだ
さい ▽駐車補助あります
申込と詳細　健康管理課☎ 05
8-383-1116

マタニティー広場

健診などに駐車料を補助

【使ってください】

▽ クロスバイク ▽ 折りたたみ
テーブル ▽囲碁一式 ▽そろばん

【さがしています】

▽ミニ耕運機 ▽ベビーベッド ▽

ベビーカー ▽ジャンベ（西アフ
リカの太鼓）
備考　11 月 14 日現在の状況
詳細　環境政策課☎ 058-383-42
30

家庭不用品
交換銀行

平成 26 年 11 月 30 日現在

交通事故発生状況
前年比

人身事故 617 件 － 116 件
死者 2 人 － 7 人
負傷者 833 人 － 178 人
物損事故 4581 件 － 54 件
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医療機関名 電話番号

12/29
（月）

12/30
（火）

12/31
（水）

1/1
（木）

1/2
金）

1/3
（土）

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

赤尾クリニック 370-3010 ○

浅川クリニック 382-3166 ○
あらき内科クリ
ニック 371-1515 ○ ○

いでぐち医院 379-1200 ○ ○ ○ ○
いなばファミリー
クリニック 382-1555 ○ ○ ○

今尾医院 382-0048 ○ ○ ○
いわたキッズクリ
ニック 383-6661 ○

宇治循環器内科
クリニック 379-0270 ○ ○ ○

内田医院 0586-
89-2562 ○ ○

大橋クリニック 370-5350 ○ ○

奥野医院 382-6165 ○ ○
各務原宗宮整形
外科 382-9699 ○ ○

各務原第一外科 382-3399 ○ ○ ○

各務原病院 389-2228 ○
各務原リハビリ
テーション病院 384-8485 ○ ○

香川医院 383-8350 ○
かとう耳鼻咽喉科
サージクリニック 389-8733 ○ ○ ○

かわさき
クリニック 371-8588 ○ ○

こども循環器クリ
ニックくの小児科 371-7333 ○ ○ ○

小林内科※ 370-5577 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

五島医院 384-0122 ○ ○

後藤眼科医院 382-3901 ○ ○

酒井クリニック 382-1002 ○ ○ ○

榊原整形外科 370-5159 ○ ○

さらの木皮膚科 383-2555 ○ ○ ○

柴崎内科 389-2800 ○ ○

しももとクリニック 389-8088 ○

そはら赤座医院 382-5822 ○ ○ ○ ○ ○

そはら整形外科 371-8177 ○ ○ ○
そはら永田クリ
ニック 371-0365 ○ ○

高橋小児科・眼科
（小児科） 382-6277 ○ ○ ○

高橋小児科・眼科
（眼科） 382-6277 ○

年末年始の開業診療機関

診療時間　9:00 ～ 15:00
持参品　保険証、後期高齢者医療被保険者証、福祉医
療受給者証、健康手帳など
詳細　各医療機関へ（開設日の診療時間中のみ）

年末年始の歯科救急診療当番

年末年始の市の業務
施設名 電話番号 休業期間

行政施設
市役所 058-383-1111

12/27 ～ 1/4

川島市民サービスセンター 0586-89-3311
稲羽市民サービスセンター 058-382-0209
鵜沼市民サービスセンター 058-384-2111
みどり坂市民サービスセンター 058-370-3120
蘇原市民サービスセンター 058-383-7551
尾崎市民サービスセンター 058-389-4100
水道事業庁舎 058-383-7111
福祉施設
総合福祉会館 058-383-7500 12/29 ～ 1/3
川島健康福祉センター 0586-89-2634 12/27 ～ 1/4
福祉の里 058-370-7500 12/29 ～ 1/3
高齢者生きがいセンター稲田園 058-370-4321 12/28 ～ 1/4
高齢者生きがいセンター川島園 0586-89-2811 12/28 ～ 1/5
各福祉センター 12/29 ～ 1/3
子ども館
さくら子ども館 058-383-7613

12/29 ～ 1/3
あさひ子ども館 058-370-0500
そはら子ども館 058-383-5285
うぬま東子ども館 058-379-1177
かわしま子ども館 0586-89-2634 12/27 ～ 1/4
ライフデザインセンター
中央ライフデザインセンター 058-389-1820

12/28 ～ 1/4
西ライフデザインセンター 058-383-1121
東ライフデザインセンター 058-384-0507
川島ライフデザインセンター 0586-89-3686
文化施設
市民会館・文化ホール 058-389-1818 12/28 ～ 1/4
かかみがはら航空宇宙科学博物館 058-386-8500 12/28 ～ 1/2
中央図書館 058-383-1122

12/28 ～ 1/5
中央ライフデザインセンター図書室 058-383-2125
川島ほんの家 0586-89-5610
もりの本やさん・森の交流館 058-370-7175
埋蔵文化財調査センター 058-383-1123 12/27 ～ 1/4

歴史民俗資料館・中山道鵜沼宿町屋館・
中山道鵜沼宿脇本陣 058-379-5055 12/28 ～ 1/5

木曽川文化史料館 0586-89-6055 12/28 ～ 1/5
少年自然の家 058-370-5280 12/29 ～ 1/3
国際交流サロン 058-383-1417 12/27 ～ 1/4
体育施設

市民プール 058-370-6506 12/29 ～ 1/2（12/28、
1/3 は 17:00 まで）

県グリーンスタジアム・市ホッケー場 058-380-2211
12/29 ～ 1/3

その他の体育施設
その他の施設
いこいの広場「伊木の森」 058-370-0592 12/28 ～ 1/5
リバーサイド 21（パターゴルフ場） 058-386-8722 12/30 ～ 1/1
商工振興センター 058-383-1120

12/29 ～ 1/3
東亜町会館・南産業会館
勤労会館 058-382-0047 12/28 ～ 1/4

医療機関名 電話番号

12/29
（月）

12/30
（火）

12/31
（水）

1/1
（木）

1/2
金）

1/3
（土）

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

たけうち内科 384-3211 ○ ○ ○

田尻医院 384-1841 ○

ちあき眼科 322-5716 ○ ○ ○ ○

恒川医院 384-0047 ○ ○
寺本こどもクリ
ニック 385-5225 ○ ○ ○

永井内科・消化器
科 382-0446 ○

那加こども医院 382-8523 ○

永田内科 382-4839 ○ ○ ○

永田産婦人科 382-0058 ○ ○
kagayaki clinic 中
村整形外科 383-6001 ○ ○

なぎクリニック 322-2390 ○ ○

丹羽医院 386-8622 ○ ○
にんじん通りハー
トクリニック 384-0899 ○ ○

のぎもりクリニッ
ク 370-5105 ○ ○

花井整形外科 371-6222 ○ ○ ○

林内科耳鼻咽喉科 371-5511 ○ ○

馬場医院 384-1679 ○
ひらの内科クリ
ニック 383-0012 ○ ○ ○ ○

フェニックス在宅
支援クリニック 322-2100 ○ ○ ○ ○

フェニックス総合
クリニック 322-2000 ○ ○ ○ ○

ふせや小児科 370-0606 ○ ○ ○

古田医院 370-0010 ○

三和皮フ科 383-6800 ○ ○

村井医院 370-7838 ○

山田整形外科 384-8100 ○
YUKI こどもクリ
ニック 389-8395 ○ ○ ○ ○

横山耳鼻咽喉科 382-0223 ○ ○ ○

横山産院 389-0311 ○ ○ ○

横山クリニック 371-1211 ○ ○ ○

横山病院 382-0119 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

わたべ皮フ科 380-7628 ○ ○

開設日 担当医療機関 電話番号
12/29（月）永田歯科クリニック（蘇原東島町 4） 058-371-0800
12/30（火）中西歯科（蘇原新生町 1） 058-371-2455
12/31（水）仲野歯科クリニック（那加桜町 3） 058-383-4383

1/1（木） 中村歯科クリニック（鵜沼東町 3） 058-384-8148
1/2（金） 長良歯科医院（尾崎西町 5） 058-389-4657
1/3（土） 馬場医院（歯科）（鵜沼各務原町 4） 058-370-6563

　年末年始の施設の休業日は左
表をご覧ください。生活に関連
する業務の取り扱いは下記のと
おりです。

【出生届・婚姻届・死亡届や霊柩
車・火葬場などの受付】
市役所本庁（那加桜町1）の宿日直
員が行います。庁舎北側の地下
への階段からお入りください。

【水道・下水道に関する緊急用件】

▽ 水道＝水道事業庁舎（三井東
町 4）の宿日直員 ▽ 下水道＝市
役所本庁の宿日直員

【ふれあいバス運休期間】
12 月 29 日（月）～ 1 月 2 日（金）
は運休。1 月 3 日（土）は休日ダ
イヤで運行。　
詳細　（株）岐阜バスコミュニ
ティ☎ 058-370-8833

【ごみ収集の休業期間】
休業期間中はごみステーション
へごみを出さないよう、ご協力
をお願いします。
市全域　1 月 1 日（木）～ 4 日（日）
詳 細　環境政策課☎ 058-383-
4230

【し尿くみ取りの休業期間】
期間　12 月 31 日～ 1 月 4 日（川
島地区のみ 12 月 26 日～）
詳 細　環境政策課☎ 058-383-
4231

【北清掃センターへのごみの搬入】
年 内 は 12 月 27 日（土）の 受 け
入れ時間内までにお越しくださ
い（日曜・祝日搬入不可）。
受入時間　 ▽平日＝ 8:45 ～ 16:00

▽土曜日＝ 8:45 ～ 11:00
休止期間　12月28 日～1月4 日
詳細　北清掃センター☎ 058-
384-3616

【自動交付機の休止期間】
12 月 29 日（月）～1月3日（土）は

「住民票の写し」などを交付する
自動交付機（市役所・アピタ各
務原店・イオンモール各務原・
鵜沼空中歩道に設置）の利用が
できませんのでご注意ください。
詳細　市民課☎ 058-383-1078

県内約 600 の医療機関と、消防本部の救急医療
情報センターをコンピューターで結び、救急患者
の問い合わせに、医療機関を案内しています。
利用方法　
①患者の住所、年齢、症状を正確に伝えてください。
②センターから、患者の症状、年齢、現在地に応じ
た最寄りの医療機関を複数案内します。
③案内を受けた医療機関に電話などで患者家族が確
認後、受診してください。

急病！そんな時は、24 時間年中無休の
「救急医療情報センター」☎ 058-382-3799

※市外局番の記載がないものはすべて（058）。診療時間などは、各
医療機関へお尋ねください。
※ 1 小林内科　12 月 30 日の午後以降は、内科の救急対応のみ
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カルチャー カルチャー

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 12/28 ～ 1/5、13・14・19・23・26

　移動図書館「さつき号」は、最大 3000 冊の本を
積んで、市内 42 カ所のステーションを回ります。

中央図書館
☎ 058-383-1122

B
O
O
K あなたのまちへ図書館がやってくる

1月の移動図書館車さつき号

期日 場所・時間（滞在時間は約 30 分・※は 40 分）

6日
（火）

真墨田神社（9:40 ～）、貞照寺（10:30 ～）、加佐
美神社（13:40 ～）、おがせ公園（14:30 ～）

7 日
（水）

つつじが丘ふれあいセンター①（9:40 ～）、鵜沼台
中央公園（10:30 ～）、尾崎市民サービスセンター
前（13:40 ～）、桐野町ふれあいセンター※（14:20 ～）

8 日
（木）

清住町公民館（9:40 ～）、月丘団地西側（10:30 ～）、
JA 西市場跡地（13:40 ～）、尾崎公園※（14:20 ～）

9 日
（金）

鵜沼東福祉センター（9:40 ～）、新鵜沼台コミュニ
ティセンター①※（10:20 ～）、稲羽東福祉センター

（13:40～）、東ライフデザインセンター①※（14:20～）

15 日
（木）

川島笠田町公民館（9:40 ～）、川島市民サービス
センター西駐車場※（10:20 ～）、大佐野町公民館

（13:40 ～）、三井山官舎①※（14:20 ～）

16 日
（金）

東山ニュータウンふれあい集会所（9:40 ～）、三ツ池町
３丁目 ( ヴァンデュール各務原前 )（10:30 ～）、成清
町公民館（13:40～）、稲羽西福祉センター※（14:20～）

20 日
（火）

稲羽地区体育館（9:30 ～）、琴が丘ふれあい会館
※（10:20 ～）、丸子町ふれあいセンター（13:40 ～）、
鵜沼福祉センター（14:30 ～）

21 日
（水）

山の前公民館（9:30 ～）、松が丘松田公園※（10:20
～）、つつじが丘ふれあいセンター②※（13:40 ～）、
中山道鵜沼宿駐車場（14:30 ～）

22 日
（木）

那加地区体育館（9:30 ～）、出前図書館（依頼募集
中）、柿沢ふれあいセンター　（14:30 ～）

27 日
（火）

弓道場（9:40 ～）、東ライフデザインセンター②※
（10:20 ～）、各務原区コミュニティセンター（13:30

～）、新鵜沼台コミュニティセンター②※（14:20 ～）

28 日
（水）

三 井 山 官 舎 ② ※（9:40 ～）、 稲 羽 ふ れ あ い セ ン
ター（10:30 ～）、そはらふれあいセンターそらー
ら（13:40 ～）、各務福祉センター（14:30 ～）

29 日
（木）

大伊木町ふれあいセンター（9:40 ～）、鵜沼南町会
館（10:30 ～）、大野町公民館（13:30 ～）、慈光園
※（14:20 ～）

〒 509-0132 鵜沼西町 1-116-3
㊡月曜日、12/28 ～ 1/5

B
O
O
K 各図書館で「旬」の本をご紹介

「図書館展示コーナー」

■中央図書館　 ▽「新春展」＝ 1 月 12 日まで ▽「冬
の本展」＝12 月 26 日～ 2 月 15 日
■川島ほんの家　「冬をのりきる 冬を楽しむ」＝ 1
月 6 日～ 2 月 15 日
■中央ライフデザインセンター図書室　「年末年始」
＝ 1 月 10 日～ 1 月 22 日
■もりの本やさん　 ▽「大人のための絵本」＝ 1 月
21 日まで ▽「冬のえほん」・「心が温まるおはなし」・

「年末年始を笑って過ごす本」＝ 12 月 26 日～ 1 月
21 日

中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820

日時　1 月 18 日（日）　13:30 ～ 15:00
対象　年少～小学生の子どもと保
護者（2 人または 3 人で 1 組）
定員　10 組（抽選）
費用　1 組 300 円、材料費１セッ
ト分 200 円（作りたい分）
申込と詳細　1 月 7 日（必着）までに、「講座名、住所、
参加者全員の氏名、子どもの学年、電話番号、作る
個数」を明記し、メール chuolife@city.kakamigaha
ra.gifu.jp か、往復はがきで中央ライフデザインセ
ンター（窓口申込は、はがき１枚持参）

日時　① 1 月 23 日＝アロマハンドマッサージ（材
料費 800 円）② 2 月 6 日＝リラックスヨガ③ 2 月
20 日＝ハッピーネイル（材料費 500 円）④ 3 月 6
日＝ヘルシービューティーフード（材料費 1000 円）
いずれも金曜日　19:00 ～ 20:30
対象　高校生までの子どものいる女性（託児無料）
定員　16 人（抽選）
費用　受講料 1 回 300 円、材料費は上記のとおり
備考　 ▽なるべく全 4 回にご参加ください ▽応募者
多数の場合は、複数回参加できる方を優先します
申込と詳細　1 月 13 日（必着）までに、「講座名、希
望日、氏名、住所、電話番号、託児希望の方は子ども
の氏名・学年（年齢）」を明記し、メール chuolife@
city.kakamigahara.gifu.jp か、往復はがきで中央ラ
イフデザインセンター（窓口申込は、はがき1枚持参）

C
U
LT
U
R
E

親子でチャレンジ !
「LED でミニ行

あんどん

灯をつくろう」

C
U
LT
U
R
E

ママだけの特別な時間 !
「子育てママのリラックス講座」

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日、祝日　※ 12/1～1/9 は部屋の利用ができません

〒 504-0924 下切町 5-1
㊡火曜日、12/28 ～ 1/2

〒 509-0143 鵜沼小伊木町 4-213
㊡月曜日、祝日、12/29 ～ 1/3

N
A
TU
R
E

日時　1 月 31 日（土）　9:00 ～ 15:30（日帰り）
対象　年少～大学生の子どもを含む 2 人以上の家族
定員　15 家族（抽選）
内容　竹のおもちゃ作り、野外炊事（竹筒ご飯）など
費用　大人 1150 円、子ども 850 円
備考　抽選結果は、締切後 1 週間をめどにお知らせ
申込　1 月 10 日（必着）までに、郵便ハガキに「郵
便番号、住所、代表者氏名、電話番号、参加人数、
申込者全員の名前・ふりがな・1 月 31 日現在の年齢・
性別、キャンセル待ちをするか否か」を記入し、少
年自然の家「ファミリーデー②」係

ファミリーデー②「家族で竹筒ご飯、
おでん、竹のおもちゃづくり」

少年自然の家
☎ 058-370-5280

■お正月の市民特別割引（1月 3日～ 5日）
対象　市内在住の方とその同行者
特別料金　大人 500 円、60 歳以上・高校生 250 円、
小・中学生 150 円（通常は大人 800 円、60 歳以上・
高校生 500 円、小中学生 300 円）
備考　受付で、免許証など住所が分かるものを提示
■ペンシル水ロケット製作教室
日時　1 月 3 日（土）、1 月 4 日（日）　① 11:00 ～
12:00 ② 14:00 ～ 15:00
対象　親子
定員　各 20 組（申込順）
費用　1 機 1000 円（別途、入館料が必要）
申込と詳細　事前に電話などで航空宇宙科学博物館
■フライトシミュレータ体験
日時　1 月 25 日、2 月 15 日、3 月 15 日　いずれも
日曜日　10:30 ～ 15:30
費用　1 回 300 円（別途、入館料が必要）
申込と詳細　事前に電話などで航空宇宙科学博物館

C
U
LT
U
R
E

お正月は博物館へ行こう！
博物館の新春イベント

かかみがはら航空宇宙科学博物館
☎ 058-386-8500

☎ 058-379-5055

C
U
LT
U
R
E

企画展と連動した特別講演会を開催
「護

ごみょうそうじょうでん

明僧正伝を紐解く」

歴史民俗資料館

日時　1 月 12 日（月・祝）　13:30 ～ 15:00
場所　中央図書館 4 階 多目的ホール（那加門前町 3）
定員　169 人（申込順）
講師　小川貴司・元早稲田大学大学院講師
申込と詳細　電話などで歴史民俗資料館

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8
㊡月曜日、12/28 ～ 1/4

M
U
S
IC

日時　1 月 15 日（木）　12:30 ～ 13:30（開場 12:00 ～）
場所　市民会館ホワイエ（ロビー）
定員　100 人（申込順）
出演　金管五重奏団 あるくす
予定曲　カルメン・ファンタジ
ア（G. ビゼー）、パリのアメリ
カ人（J. ガーシュウィン）ほか
費用　300 円（中学生以下は無料）
備考　未就学児も入場できます
申込と詳細　事前に電話などで市民会館

市民会館ホワイエコンサート
「あるくすと世界旅行」

市民会館・文化ホール
☎ 058-389-1818

C
U
LT
U
R
E

高校生がスマホの使い方を教えます
「ゼロスマカフェ」

日時　1 月 17 日（土）　10:00 ～ 12:00（時間内は入
退場自由）
申込と詳細　1 月 13 日までに、電話などで「氏名、
電話番号、スマートフォンの種類、主に質問したい
こと」を中央ライフデザインセンター

■蔵書点検による休館
休館日　 ▽ 中央ライフデザインセンタ―図書室＝ 1
月 21 日（水） ▽もりの本やさん＝ 1 月 22 日（木）
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掲載する団体・サークル
を募集中！詳しくは秘
書広報課☎ 058-383-
1111（内線 2151）

大野雅司さん｜ボランティアで公共物件を塗装

ボランティア塗装で、笑顔の暮らしを届けたい
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鵜
沼
川
崎
町
で
塗
装
店
を
営

む
大
野
雅
司
さ
ん
。
全
国
の
塗

装
業
者
で
結
成
さ
れ
る
「
塗と

う

魂こ
ん

ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
」
の
副
会
長
を

務
め
て
い
る
。
塗
魂
ペ
イ
ン

タ
ー
ズ
と
は
、
全
国
規
模
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
１
０
０
社

の
塗
装
業
者
が
入
会
し
て
い

る
。
今
ま
で
に
全
国
の
公
共
施

設
30
棟
以
上
の
塗
装
実
績
だ
。

　

大
野
さ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
塗
装
を
始
め
た
の
は
「
地
域

に
恩
返
し
を
し
た
い
」
と
い
う

思
い
か
ら
。
息
子
が
通
っ
て
い

た
幼
稚
園
の
遊
具
を
無
償
で
塗

装
す
る
な
ど
、
以
前
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
り
、
３

年
前
、
塗
魂
ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
に

入
会
。
自
社
の
利
益
の
み
を
追

求
せ
ず
、
社
会
の
一
員
で
あ
る

以
上
、
積
極
的
に
地
域
に
貢
献

し
て
い
こ
う
と
決
意
し
た
。

　

大
野
さ
ん
は
、
市
の
掲
示
板

や
遊
具
の
塗
装
を
メ
ー
ン
に
、

年
に
１
度
は
、
遠
く
の
地
域
へ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
塗
装
に
赴
く
。

今
年
は
北
海
道
夕
張
市
役
所
を

訪
れ
、
ロ
ビ
ー
天
井
の
断
熱
塗

装
を
行
っ
た
。
平
成
18
年
に
財

政
再
建
団
体
と
な
っ
た
夕
張
市

は
、
閉
庁
後
、
節
電
の
た
め
暖

房
機
器
を
一
切
使
用
し
て
い
な

い
。
寒
さ
に
耐
え
な
が
ら
仕
事

を
す
る
職
員
を
救
う
た
め
、
全

国
か
ら
約
60
人
が
参
加
。
協
賛

メ
ー
カ
ー
か
ら
も
力
を
借
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
塗
装
が
実
現
し

た
。
普
段
は
、
プ
ロ
の
塗
装
職

人
。「
そ
の
技
術
を
困
っ
て
い

る
人
の
た
め
に
使
う
こ
と
が
で

き
、喜
ん
で
も
ら
え
れ
ば
最
高
に

嬉
し
い
」
と
大
野
さ
ん
は
語
る
。

　

時
に
は
、
幼
稚
園
や
保
育
園

の
遊
具
を
園
児
や
保
護
者
と
一

緒
に
塗
装
す
る
こ
と
も
。
３
K

と
言
わ
れ
る
塗
装
業
だ
が
、「
遊

具
を
塗
装
す
る
こ
と
で
、
も
の

を
大
切
に
す
る
心
を
育
ん
で
も

ら
え
た
ら
嬉
し
い
」
と
い
う
大

野
さ
ん
。
作
業
後
の
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が
何
よ
り
の
原
動
力

だ
。
来
年
２
月
に
は
、
市
内
の

保
育
園
の
遊
具
を
塗
装
す
る
予

定
。
今
後
も
全
国
の
仲
間
と
共

に
、
建
物
だ
け
で
な
く
心
ま
で

幸
せ
色
に
染
め
て
い
く
。

ONO Masashi
鵜沼川崎町在住。建築構造に詳しい
一女二男の父。休みや空いた時間は、
読書をして過ごすことが多い。

KIDS in Kakamigahara

体験して初めてわかること
緑陽中学校

子
育
て
講
座
「
親
子
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
」

　

子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
を
体

験
を
交
え
な
が
ら
学
び
ま
す
。

日
程　

▽
う
ぬ
ま
東
＝
2
月
２

日
（
月
）
▽
か
わ
し
ま
＝
３
日

（
火
）▽
さ
く
ら
＝
４
日（
水
）
▽

そ
は
ら
＝
５
日（
木
）
　

▽
あ
さ

ひ
＝
６
日
（
金
）　

い
ず
れ
も
10

時
～
11
時
30
分
（
託
児
あ
り
）

た
だ
し
、
う
ぬ
ま
東
は
11
時
ま

で （
託
児
な
し
・
親
子
で
参
加
）

対
象　

乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者

定
員　

▽
そ
は
ら
・
さ
く
ら
・

あ
さ
ひ
＝
各
20
人
▽
か
わ
し
ま

＝
15
人
▽
う
ぬ
ま
東
＝
親
子
15

組　

い
ず
れ
も
申
込
順

申
込　

１
月
７
日 

９
時
～
各

子
ど
も
館（
13
時
～
電
話
で
も

受
け
付
け
ま
す
）

ば
ぁ
ば
・
じ
ぃ
じ
と
あ
そ
ぼ
う

日
時　

▽
そ
は
ら
＝
１
月
８
日

（
木
）
▽
さ
く
ら
＝
13
日
（
火
）

▽
か
わ
し
ま
＝
14
日（
水
）▽
あ

さ
ひ
＝
22
日（
木
）▽
う
ぬ
ま
東

＝
27
日（
火
）　

い
ず
れ
も
11
時

～
11
時
30
分

あ
か
ち
ゃ
ん
あ
つ
ま
れ

日
時
　
▽
そ
は
ら
・
う
ぬ
ま
東

＝
１
月
20
日
（
火
）
▽
か
わ
し

ま
＝
21
日
（
水
）
▽
さ
く
ら
＝

27
日（
火
）▽
あ
さ
ひ
＝
28
日

（
水
）　

い
ず
れ
も
14
時
～
15
時

対
象　

１
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

と
そ
の
保
護
者

１
月
の
小
学
生
チ
ェ
ス
教
室

日
程　

１
月
10
日
・
24
日　

い

ず
れ
も
土
曜
日　

13
時
30
分
～

15
時
30
分
（
当
日
申
込
）　

場
所　

蘇
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
２
階
（
蘇
原
野
口
町
1
）

　

私
は
職
場
体
験
学
習
と
し
て
、

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山

に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、

テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
ト
や
レ
ス
ト
ラ

ン
で
の
接
客
、
清
掃
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
特
に
清
掃
で
は
、

広
い
場
所
だ
っ
た
の
で
す
ご
く

大
変
で
し
た
が
、
学
校
生
活
で

の
清
掃
を
活
か
し
て
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
２
日
間
の
体
験
を
通
し

て
、
と
て
も
多
く
の
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
今
回
は
ホ
テ
ル
の

裏
側
を
た
く
さ
ん
見
ま
し
た

が
、
正
直
、
表
と
違
い
す
ぎ
て

驚
い
た
と
い
う
の
が
率
直
な
感

想
で
す
。

　

そ
の
中
で
も
一
番
驚
い
た
の

は
、
最
初
の
「
華
や
か
そ
う
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
は
か
け
離

れ
て
、
意
外
に
も
地
道
な
作
業

が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

今
ま
で
は
客
と
い
う
立
場
で

し
か
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
裏
で
の
作

業
を
実
際
に
体
験
し
て
み
て
、

自
分
た
ち
が
ホ
テ
ル
な
ど
の
宿

泊
施
設
に
行
き
、
快
適
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
裏
に
は
、
小

さ
な
こ
と
に
も
、
と
て
も
多
く

の
人
の
努
力
が
詰
ま
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

２
日
間
の
体
験
を
終
え
て
、

自
分
の
将
来
の
目
標
が
少
し
見

え
て
き
た
気
が
し
ま
す
。
そ
れ

は
、人
と
関
わ
る
こ
と
の
多
い
、

「
接
客
業
に
就
き
た
い
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
接
客
業
に
就
く

た
め
に
は
、
や
は
り
笑
顔
が
一

番
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
今
の

う
ち
か
ら
常
に
笑
顔
を
忘
れ
な

い
と
い
う
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
人
へ
の
接

し
方
や
言
葉
遣
い
に
も
気
を
つ

け
て
、
社
会
に
出
て
も
恥
ず
か

し
く
な
い
よ
う
な
自
分
づ
く
り

を
し
て
い
き
ま
す
。

　

初
め
て
の
こ
と
だ
ら
け
の
職

場
体
験
だ
っ
た
け
ど
、
自
分
を

成
長
さ
せ
て
く
れ
る
、
と
て
も

よ
い
体
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
学

校
生
活
や
進
路
選
択
に
も
活
か

し
て
い
き
た
い
で
す
。

文
・
２
年   

東
條
有
希
さ
ん

　
「
さ
さ
え
あ
い
の
家
」
は
、

高
齢
化
率
33
％
、
坂
の
多
い
ま

ち
で
、
支
え
合
っ
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
と
、
社
協
八
木
山
連

合
支
部
の
活
動
拠
点
と
し
て
、

空
き
家
を
借
り
て
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

地
域
の
人
々
が
気
軽
に
立
ち

寄
っ
て
交
流
で
き
る
場
所
、
な

ん
で
も
相
談
で
き
る
場
所
、「
こ

う
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
と
思
っ

て
い
る
人
と
、「
力
を
貸
す
よ
」

と
い
う
人
を
つ
な
ぐ
場
所
に
な

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

家
具
や
備
品
は
、
み
ん
な
で

持
ち
寄
っ
た
り
、
地
域
の
方
か

ら
い
た
だ
い
た
り
し
て
整
え
ま

し
た
。「
営
繕
の
会
」
が
立
ち

上
が
り
、
使
い
勝
手
の
良
い
よ

う
に
床
張
り
・
本
棚
の
整
備
・

塗
装
な
ど
を
大
家
さ
ん
と
共
に

し
て
い
ま
す
。
実
に
み
ん
な
が

さ
さ
え
あ
っ
て
、
こ
の
家
は
維

持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
種
講
座
も
、
講
師
の
方
が

自
ら
申
し
出
て
無
料
で
や
っ
て

く
だ
さ
い
ま
す
。
こ
こ
で
多
く

の
出
会
い
、交
流
が
あ
り
ま
す
。

　

関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
70

人
ほ
ど
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
中
に
は
「
賃
金
が
出
て
、
当

番
を
や
る
の
だ
っ
た
ら
私
は
や

ら
な
い
。
こ
こ
に
来
て
、
ど
れ

だ
け
多
く
の
人
と
知
り
合
え
た

こ
と
か
」
と
、人
と
つ
な
が
り
、

こ
の
地
で
生
き
て
い
く
こ
と
へ

の
喜
び
を
感
じ
て
い
る
人
も
い

ま
す
。

　

こ
の
家
で
は
み
ん
な
が
笑
顔

に
な
れ
ま
す
。
10
時
～
12
時
、

13
時
～
15
時
、
当
番
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
お
越
し
を
ス
タ
ッ

フ
一
同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

場
所　

さ
さ
え
あ
い
の
家
（
つ

つ
じ
が
丘
４
）

詳
細　

さ
さ
え
あ
い
の
家
・
☎

０
５
８（
３
７
７
）３
４
０
０

地域福祉活動拠点

ささえあいの家
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作　

・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

「
そ
う
。
ほ
ん
な
ら
み
よ
ち
ゃ
ん
に
も
」

　

突
然
み
よ
の
名
を
聞
い
て
、
彦
作
は
顔
が

赤
く
な
っ
た
。

　

み
よ
は
、
お
え
ん
の
幼
馴
染
で
彦
作
が
密

か
に
好
意
を
持
っ
て
い
る
娘
だ
っ
た
。
み

よ
の
方
も
同
じ
気
持
ち
を
抱
い
て
い
る
こ
と

は
、
間
に
立
っ
た
お
え
ん
が
十
分
に
心
得
て

い
た
。
機
会
を
み
て
、
み
よ
の
親
に
話
を
し

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
矢
先
だ
っ
た
。

　

そ
の
時
、
表
の
方
に
人
の
声
が
し
た
。
野

口
村
の
大
庄
屋
、
安あ

積づ
み

清せ
い

右う

衛え

門も
ん

か
ら
の
使

い
で
酒
が
届
け
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。― 

つ
づ
く

12

「
彦ひ
こ
さ
く作
サ
、
お
代
わ
り
は
」

　

給
仕
に
回
っ
て
い
る
の
は
、
儀ぎ

助す
け

の
娘
お

え
ん
だ
っ
た
。
お
え
ん
は
、
彦
作
よ
り
一
つ

年
下
だ
が
、
根
っ
か
ら
の
お
転
婆
で
平
生
か

ら
彦
作
に
対
し
て
弟
分
の
よ
う
な
物
の
言
い

よ
う
だ
っ
た
。

「
お
お
き
に
、
も
う
結
構
じ
ゃ
」

「
遠
慮
せ
ん
で
え
え
の
に
」

「
い
や
ぁ
、
本
当
に
も
う
え
え
ん
じ
ゃ
」

「
ど
ぉ
、
こ
の
ご
飯
。
う
ち
が
炊
い
た
ん
よ
」

「
ほ
ぉ
か
」

「
だ
っ
て
、
お
っ
母
さ
ん
っ
た
ら
、
夕
べ
な

ん
か
一
晩
中
め
そ
め
そ
し
て
…
お
と
っ
つ
ぁ

ん
に
叱
ら
れ
た
り
し
て
…
」

　

お
え
ん
は
、
い
た
ず
ら
っ
ぽ
い
顔
で
ち

ら
っ
と
儀
助
の
方
を
見
て
、
そ
れ
か
ら
真
顔

に
戻
っ
た
。

「
え
ら
い
こ
と
に
な
っ
た
な
ぁ
、
本
当
に
」

「
あ
ぁ
」

「
お
ば
さ
ん
、
大
丈
夫
。
泣
き
出
し
た
り
せ

ん
か
っ
た
」

「
そ
れ
が
…
ま
ん
だ
言
っ
ち
ょ
ら
ん
の
じ
ゃ
。

ど
う
し
て
も
言
い
出
せ
ん
の
じ
ゃ
」

　
一
年
を
締
め
く
く
る
大お

お
み
そ
か

晦
日
、
縁
起
を
か

つ
い
で
食
べ
る
「
年
越
し
そ
ば
」。
職
人
の

こ
だ
わ
り
が
詰
ま
っ
た
そ
ば
を
す
す
り
、
新

た
な
良
い
一
年
を
願
い
ま
す
。

　
そ
ば
職
人
の
平
光
省
二
さ
ん
は
、
那
加
前

野
町
に
店
を
構
え
て
約
15
年
。
そ
ば
打
ち
の

技
術
は
多
く
が
独
学
で
、
客
の
意
見
な
ど
も

取
り
入
れ
て
磨
い
て
き
た
と
い
い
ま
す
。

　
そ
ば
打
ち
の
最
初
の
工
程
、
そ
ば
粉
に
水

を
な
じ
ま
せ
る
「
水
回
し
」
を
始
め
る
と
、

そ
ば
の
い
い
香
り
が
部
屋
中
を
満
た
し
ま

す
。
そ
ば
粉
を
こ
ね
な
が
ら
、「
職
人
の
特

権
だ
ね
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
平
光
さ
ん
。

　
そ
ば
の
挽
き
方
か
ら
、
つ
ゆ
の
味
ま
で
試

行
錯
誤
を
重
ね
て
き
た
苦
労
も
、「
好
き
な

こ
と
だ
か
ら
苦
に
な
ら
な
い
」と
職
人
。「
自

分
で
納
得
で
き
る
そ
ば
」
を
目
指
し
て
、
今

日
も
そ
ば
粉
と
向
き
合
い
ま
す
。
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そば職人
（そばしょくにん）

【これまでのあらすじ】文政12年（1829）。年貢増徴の危機にあった島崎村と野口村は、窮状を江戸に幕府に直接訴え出る「直
じき

訴
そ

」を決定。

　　　　　　　　　　江戸へ行く5人に選ばれた島崎村の若者・彦
ひこさく

作は、いよいよ明日に控えた江戸行きを、残していく母に伝えられず…

　市内の小学生と宮城の小学生が、野球などで交
流する「宮城山崎武司杯交流戦」。5回目を迎え
た今年は、11 月 22 日に開催されました。
　市民球場で行われた交流戦では、両チームとも
大きな声を出し、全力でプレー。試合の後には、
震災の体験談などを聞きました。各務原選抜チー
ムの仙石碧

あお き

輝くんは、「野球のレベルアップだけ
でなく、宮城の子と交流できて、良い経験になり
ました」と、普段はできない交流を楽しみました。

　11 月 19 日、中山道鵜沼宿脇本陣で茶道体験が
行われました。この体験は、鵜沼第一小学校の総
合的な学習の一環で、6年生 112 人が参加。鵜沼
宿で茶道に取り組む「薫藤会」が講師を務め、亭
主役と客役に分かれて体験が行われました。
　ペアの子がたてたお茶を飲んだ児童は、「苦い」
と顔をしかめたり、「意外においしい」と飲みほ
したり。「機会があれば、またやりたい」と日本
文化を満喫した体験となりました。

　国指定の重要有形民俗文化財「村国座」の楽屋
で、歌舞伎化粧や勘亭流文字を体験するワーク
ショップを開催。11 月 22 日に開催されたこの体
験には、市内の親子 15 人が参加しました。
　参加者は、地歌舞伎には欠かせない「隈取」に
チャレンジ。講師の指導を受けながら、描いた線
を指でぼかす独特の技法を学びました。参加した
渭
いはら

原泰
たい が

佳くんは「歌舞伎のメイクは難しくて、今
日は 50 点くらいの出来かな」と話していました。

　11 月 3日、学びの森と市民公園で、本やアート、
音楽などとの出会いを楽しむ「マーケット日和」
が開催。市民公園では、県内最大級で 2万冊以上
の本が集まる「青空古本市」が行われました。
【市民カメラマン：富田博道さん】
多くの人が、子どもに読んで聞かせる本や子ども
と一緒に見る本、そして自分の趣味に関する本を
求めて、真剣に選んでいました。また、子どもた
ちは、動く絵本を見て楽しんでいました。

野球を通して、絆を深める 伝統にふれて、日本文化を再認識

地域の伝統文化「地歌舞伎」を体験

2014 宮城山崎武司杯交流戦 鵜沼第一小学校茶道体験

歌舞伎化粧と勘亭流文字を体験しようマーケット日和

ウオッチ

WATCH

市民カメラマンフォトルポ市民カメラマンフォトルポ
匠
フ
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ル

今
号
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表
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を
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た

広報各務原12月 15日号　　　1819　　　広報各務原12月 15日号



子どもの成長を収めようと、カメラを手にして約 40年。

写真には、美しい景色を見つける、シャッターを切る、

完成した作品を味わうなど、数多くの楽しさが詰まって

います。

この写真は、以前訪れた越前の海岸を写したもの。フィ

ルムカメラならではの、美しい黒色が出たと思います。

写真　
「夕

ゆうなぎ

凪」

遠又順治さん
（須衛町）

CITY
GALLERY

「美しい風景を見つけた喜び」を写真に

大脇　明
あ す み

日美ちゃん（H20.4.3 生）
　　　彩

あや

紗
さ

ちゃん　　（H23.2.18 生）

　　　樹
いつき

ちゃん　　　　（H25.2.8 生）

田中　啓
ひろ

翔
と

ちゃん（H23.7.31 生）

　　　優
ゆうせい

成ちゃん（H25.8.17 生）

いつも、たくさんの笑顔をありがとう。

（秀規さん・久美子さん、鵜沼羽場町）

毎日元気いっぱいなふたり。仲良く大きく

なってね。

（啓司さん・由佳さん、鵜沼朝日町）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8552 人（男　7万 3357 人・女　7万 5195 人）

世帯｜ 5万 7116 世帯　　　　　平成 26年 11 月 1日現在
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